
JA成田市

6
2021　No.596



　
　

目　
　

次

Ｊ
Ａ
成
田
市
の
事
業
紹
介
�
�
２

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
�
�
�
�
�
�
４

水
稲
情
報
�
�
�
�
�
�
�
�
６

園
芸
情
報
�
�
�
�
�
�
�
�
８

Ｊ
Ａ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
�
�
�
�
�
９

チ
ャ
レ
ン
ジ
家
庭
菜
園
�
�
�
10

シ
ェ
フ
の
お
す
す
め
�
�
�
�
11

Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
知
ら
せ
�
�
�
12

の
う
き
ょ
う
柳
壇
・

読
者
の
お
た
よ
り
�
�
�
�
�
14

農
業
セ
ン
タ
ー
よ
り

理
事
会
だ
よ
り
�
�
�
�
�
�
15

花
と
遊
ぶ
�
�
�
�
�
�
�
�
16

　JA成田市の事業所・支所等の紹介第６回目は、十余三にある園芸センター（園芸課・加
工販売課）です。
　園芸課は生産者からの青果物の出荷時における分荷（各市場への振り分け）を担当して
いる他、TAC※として青果物の生産指導や販売業務、直売所の運営管理を行っています。
　加工販売課は「特需」「精米」「加工」の３部門に分かれていて、特需部門は実需者から
の注文を各部門に振り分けます。特需からの注文を受けて、精米部門は玄米を精米して袋
詰めを行い、加工部門は野菜をカットして袋詰めを行います。また、JA成田市オリジナル
ブランドの干し芋「甘芋ん」も製造しています。加工部門は食品を扱う部門の為、衛生管
理には十分に気を使っています。加工野菜や精米されたお米は年中休みなく実需者のもと
へ配送されます。配送範囲は旭や市原、東葛方面など千葉県内全般におよびます。
　藤山センター長は「ここは農家の皆さんと実需者を結ぶ大切な業務を行っており、私達
はそのつながりを支える役目をしています。米はもちろん、野菜も出来る限り地元の野菜を
使っていきたいです」と語りました。

園芸センター（園芸課・加工販売課）
JA成田市の事業紹介

園芸課、出荷場外観

　※（TACとは「Team for Agricultural Coordination」の略で、営業渉外の事）

園芸センター事務所外観
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園芸課　窺課長

事務仕事も膨大な仕事量になります

加工された食品は冷蔵トラックで運搬します 作物生育の指導・確認を行います

野菜も規格に合わせて一つ一つ加工していきます。衛生に気をつけながら作業を行います

（
右
）
出
荷
さ
れ
た
栗
の
袋
詰
め
を
し
て

い
ま
す

（
左
）
干
し
芋
「
甘
芋
ん
」
の
計
量
を
す

る
藤
田
工
場
長

藤山園芸センター長 加工販売課　堀越課長

精米工場風景
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　令和３年５月15日、稲作り体験教室の田植え教室が引き続き新型コロナウイルス対策を
講じて開催されました。参加者は前回種まきをした苗床を持ち寄り、田植えを行いました。
　当日は絶好の田植え日和になり、14組45名のご家族が参加しました。来賓として小泉成
田市長が出席され、ご挨拶をいただきました。
　初めに組合長が「日本人にとって米は欠かせない食べ物です。被災者への差し入れで一
番喜ばれるのはおにぎりだそうです。コメ余りの状況が続くと農家は米づくりをやめてし
まい、将来は米不足になる事も心配されますので、皆さんの食卓に少しでも多くごはんが
のりますようにお願いします」と挨拶をしたのち、各家庭で育てた苗の生育コンテストが
行われました。上手く育った苗、上手くいかなかった苗など様々でした。
　その後育てた苗を手に水田へ向かった参加者は、説明された事を思い出しながらも、戸
惑いながらも家族そろって田植を始めました。泥に足を取られながら始まった田植ですが、
慣れてきた後半には、順調に植える姿があちらこちらで見られました。

稲作り体験教室（田植教室）が開催されました
T O P I C S

挨拶をする栗原組合長

苗コンテスト１位をとった
加瀬さんに幡谷専務が記念品を贈呈

参加記念として野菜詰め合わせと
イチゴが配られました

田植を行う参加者たち

参加者に向けて、最新鋭のGPS付田植機の実演をしました 上手に植えられたかな？

小泉市長からも
挨拶をいただきました

田植の説明をする青壮年部の麻生部員（左）と
高橋部員（右）
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　新型コロナウイルスが蔓延し、米を取り巻く環境は需要
の落ち込みが激しく減ってきている中、赤荻機械利用組合
の組合員の依頼を受け、中野TACが主食用米から加工用
米・飼料用米への切り替えの説明を行いました。
　中野TACは各種想定に基づいた例を出しながら、生産
者の質問や相談を受けていました。
　先の見通しが難しい中、組合員との真剣なやり取りが続
き理解を求めていました。

　農薬の散布方法も水
稲農薬はドローンを使
う方法など様々な方法
がありますが、今年か
らボートを使って水田

　組合員・利用者への負託に応えるため、
職員はiDeCoの研修を、また支所長とMA
（金融渉外）はiDeCoとともに遺言信託の
研修を受講しました。
　皆様に便利に利用して頂き、またお客様
へのアドバイスができるように職員は日々
レベルアップを図るべく努力を続けていま
す。

　定期貯金「大地
の輪」2020年度分
の抽選会が行われ
ました。常勤役員
が抽選のボールを
引き、全100組の

　皆様の万一の時にお力になれる様、日々
活動をしているLA（共済外務）ですが、
令和３年度も下記の３名が共済連より表彰
されました。また、自動車共済進捗率も県
下１位ということで表彰されました。

髙橋正巳LA：通算挙績300億円
小川和彦LA、椎名啓介LA：
� 通算挙績100億円

へ除草剤を撒く光景が見られました。
　ボートはドローンと違い墜落しないので
操縦が簡単で安全性が高く、稼働時間も長
いというメリットがあるそうです。60ａの
水田も数分でスピーディーに散布をするこ
とができます。

当選番号を決定しました。当選者には各支
所のMA（金融渉外）からご案内致します
ので、宜しくお願い致します。

TACが主食用米から加工用米や飼料用米への切り替えを説明しています

水田の農薬散布を新たな方法で！！

職員がiDeCoと遺言信託の研修を
受講しました

定期貯金「大地の輪」の抽選会を行いました

共済連より当JA及びLA３名が表彰される

T O P I C S

遺言信託研修風景 iDeCo研修風景

赤荻機会利用組合の組合員の呼びかけに
応じ説明を行う中野TAC（中央奥）

小川和彦LA
（左から２番目）、 
髙橋正巳LA（中央）、
椎名啓介LA

（右から２番目）

5月15日

4月20日

5月17日 5月14・19日

5月10日

4月26日
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水稲
情報

水稲：中干しと湛水管理

＊�無効分げつの抑制と下位節間の伸長を抑え、倒伏しにくい稲にします。
＊�土壌中に酸素を供給し、根を活性化させます。
＊�機械作業に適した土壌硬度を確保します。

�一般的に田植えから40日程度すると中干しの時期です。下記の「品種別の中干し開始時期の目
安」を参考に茎数を確認し、茎数が確保された圃場では速やかに「中干し」を実施しましょう。
特にコシヒカリは倒伏防止のため圃場ごとに茎数を確認し、遅れずに開始してください。

　平成23年２月２８日適用の「食品衛生法」の改正により、精米・玄米のカドミウム含量の基準
値が、改正前1.0ppm未満から、改正後0.4ppm以下になりました。カドミウムは、自然界にも
存在します。稲の生育中に吸収、蓄積し、含量は高くなりますが、下記の中干し方法で、含量
を低減する対策を行ってください。尚、昨年、千葉県外では、自主検査で基準値を超えるカド
ミウムが検出される事例も発生しておりますので、ご注意ください。
　①　�中干しの期間は、７～10日前後にとどめ、それ以上長くは行わない。強度の中干しは

カドミウムの吸収を促進する。目安としては土が湿っていて、足跡がつく程度でとどめる。
　②　�水はけの悪い水田については、溝切りを実施し、水管理が簡単にできるようにする。
　　　�溝切り後の間断かん水と出穂時期の水管理は特に注意し、土壌表面が乾燥するような水

管理は行わない。
　③　��出穂３週間前から出穂2週間後までは、カドミウムの吸収が盛んになるばかりでなく、

水稲が生理的に十分な水を必要とするので、常に水が張られた状態（湛水管理）にする。
　④　�出穂時期に用水不足が懸念される地域、または乾燥しやすい気象条件下では、溝切り・

中干し後は連続して湛水管理をする。
　⑤　�落水時期は、高品質・良食味の米の生産、各地域の土壌と収穫作業の難易を考慮して判

断するが、出穂後３週間以降を厳守する。

●　中干しの効果

●　品種別の中干し開始時期の目安

●　中干し方法と留意点

品　種 中　干　し　の　開　始　目　標　茎　数
砂　質 壌　質 粘　質

ふさおとめ 480本/㎡
（27本/株）

480本/㎡
（27本/株）

440本/㎡
（24本/株）

ふさこがね − 360本/㎡
（20本/株） −

コシヒカリ 320本/㎡
（18本/株）

310本/㎡
（17本/株）

300本/㎡
（16本/株）

※　（　）内は60株/坪植えの時の１株当たり茎数の目安。
※　極端な疎植の場合はこの目標に達しないことがあります。

【お問合せ】営農指導課　石
いし
井
い
　勝
かつ
祐
ひろ
　TEL.�0476（22）6717
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作業機付きトラクターの公道走行について

農作業事故防止について

　けん引タイプではない、ロータリー、ハロー、直装式ブームスプレーヤ、播種機等、直
装型作業機を装着した状態のトラクターが、一定の条件を満たした場合において公道走行
が可能となりました。ただし、公道走行には、諸条件を満たす必要がありますので、ご留
意ください。また、周囲の方へ配慮し、安全運転に心がけましょう。

　千葉県では、毎年10件程度の農作業事故による死亡事故が発生しています。（平成29年：
死亡に至った農作業事故５件中、農業機械による事故４件）

①ハンドルやブレーキの操作を誤って、公道から逸脱し、用水路へ転倒等
②公道を走行中、後続車が追突

　特に、高齢者の死亡事故が多く、平成29年
度の全国の70歳以上の死亡事故の発生割合は、
全体の69.7％を占めています。
　ハインリッヒの法則によると、農作業事故
による死亡事故及び重傷事故１件が発生する
背景には、軽傷事故が29件あり、その下には、
ヒヤリハットの無傷事故が300件あるといわ
れています。今一度、農作業事故防止の対策
をチェックしてみましょう。

詳しいご案内は、各団体のホームページをご確認ください。
農林水産省　https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/kodosoko.html�
（一社）日本農業機械工業会　http://www.jfmma.or.jp/koudo.html

　作業機を装着して灯火器類が見えない（確認できない）
場合、所定の位置に設置する必要があります。

例 灯火器類の確認…

軽傷事故
29件

死亡事故及び
重傷事故
1件

ヒヤリハットの
無傷事故
300件

事故発生の
原　因

□シートベルトの着用と安全キャブ・フレームの装着
□ブレーキ連結の確認�
□�低速車マークや反射板の取り付け
　※対策がとれていたら、□のところをチェック　してみましょう。

事故発生の
対　策

【お問合せ】農業機械事業所　TEL.0476（22）3815

7



園芸
情報さつまいも〔定植準備〕

【本文のお問合せ】園芸課　山
やま
田
だ
　学
まなぶ
　TEL.0476（36）1541

【農薬のお問合せ】購買課　　　　　　TEL.0476（20）1971

　土壌伝染性で苗の切り口や土中の茎、根部から感染します。株全体が萎れ、葉は黄～黒
褐色になり落葉します。茎の地際部が縦に割れる（つる割れ）ことが特徴です。
　クロルピクリン剤やガスタード微粒剤の土壌消毒を実施し、予防のため定植苗にも薬剤
処理をしましょう。

さつまいも定植苗防除薬剤
防除病名 　薬剤名� 希釈倍率 使用方法・回数�
つる割れ病 ベンレート水和剤 500～1000倍 20～30分苗基部浸漬植付前　１回使用

①病害対策：つる割れ病

　「べにはるか」はセンチュウの影響を受けにくいですが、畑のセンチュウの量が減ってい
るわけではありません。後作のために防除対策は必要です。
　センチュウ対策ではＤ－Ｄ剤による土壌消毒と粒剤による防除を実施しましょう。

ネコブセンチュウ防除薬剤

コガネムシ・ハリガネムシ防除薬剤（作条・植溝処理の登録）

②害虫対策【センチュウ類・コガネムシ類・ハリガネムシ類】 

薬剤名 使用量（10aあたり） 使用時期・回数 備　考

ネマトリンエース粒剤
15～20㎏

植付前　１回
作条処理

10～30㎏ 全面処理
ビーラム粒剤 20㎏ 全面処理

薬剤名 使用量（10aあたり） 使用時期数 備　考
プリンスベイト ６㎏�

植付前�
１回使用�

フォース粒剤 ９㎏�
ダーズバン粒剤 ９㎏� ２回以内�
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12月10日

園
芸
研
究
家
◉
成
松
次
郎

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー 

側
花
蕾
を
春
ま
で
取
り
続
け
る

あなたもチャレンジ !　　　　　　　家庭菜園

図１　苗作り

図２　畑の準備

高さ20㎝

溝の幅30㎝

株間45㎝

畝幅70〜80㎝

化成
肥料
堆肥

図３　植え付け

図４　収穫

（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
な
ど
が
一
般
的
で
す
。

「
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ニ
ョ
ー
ル
」（
サ
カ
タ
の

タ
ネ
）
は
小
さ
い
つ
ぼ
み
で
茎
が
柔
ら
か

く
、
た
く
さ
ん
取
れ
る
家
庭
菜
園
向
き
の

品
種
で
す
。

［
苗
作
り
］
直
径
7.5
～
９
㎝
の
ポ
リ
ポ
ッ

ト
を
使
い
１
ポ
ッ
ト
当
た
り
３
～
４
粒
を

ま
き
、
本
葉
２
～
３
枚
以
上
で
１
株
に
間

引
き
ま
す（
図
１
）。
苗
作
り
の
期
間
中
は
、

寒
冷
し
ゃ
で
害
虫
の
飛
来
を
防
ぎ
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
植
え
付
け
２
週
間
前
に
、

１
㎡
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
ま
い

て
、
深
く
土
を
耕
し
て
お
き
ま
す
。
植
え

付
け
１
週
間
前
に
畝
幅
70
～
80
㎝
、
深

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、

生
育
適
温
は
18
～
20
度
で
す
。
小
さ
い
と

き
は
高
温
に
強
い
が
、
つ
ぼ
み
の
肥
大
期

に
は
耐
暑
性
が
弱
く
な
り
ま
す
。
一
方
、

耐
寒
性
も
あ
ま
り
強
く
な
く
、
氷
点
下
２

度
以
下
で
凍
害
を
受
け
ま
す
。

　

７
月
下
旬
～
８
月
中
旬
に
ま
き
、
11
～

12
月
に
頂
部
の
花
蕾
（
か
ら
い
）
を
収
穫

し
、
そ
の
後
側
枝
か
ら
小
さ
い
花
蕾
を
春

ま
で
取
り
続
け
ま
す
。

［
品
種
］
花
蕾
が
作
ら
れ
る
早
晩
で
早
生
、

中
生
、
晩
生
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
中
生
品

種
が
作
り
や
す
く
頂
・
側
枝
花
蕾
兼
用
の

「
ハ
イ
ツ
Ｓ
Ｐ
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
緑
嶺
」

さ
20
㎝
の
溝
を
掘
り
、
こ
の
溝
１
ⅿ
当

た
り
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）

１
０
０
ｇ
と
堆
肥
２
～
３
㎏
を
施
し
、
土

を
戻
し
て
よ
く
混
ぜ
て
、
高
さ
10
㎝
程
度

の
畝
を
作
っ
て
お
き
ま
す
（
図
２
）。

［
植
え
付
け
］
本
葉
４
～
５
枚
の
頃
、
株

間
45
㎝
程
度
に
植
え
付
け
ま
す
（
図
３
）。

植
え
付
け
前
に
は
、
植
え
穴
に
十
分
灌
水

（
か
ん
す
い
）
し
て
植
え
痛
み
の
少
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

［
追
肥
］
追
肥
は
植
え
付
け
後
20
日
こ
ろ

株
元
に
化
成
肥
料
を
１
株
10
ｇ
く
ら
い
ま

い
て
、
土
寄
せ
し
ま
す
。
２
回
目
は
花
蕾

が
見
え
る
頃
に
施
用
し
ま
す
。
ま
た
、
頂

部
の
花
蕾
を
収
穫
後
、
側
枝
の
発
生
を
促

す
た
め
、
10
ｇ
く
ら
い
与
え
ま
す
。

　

病
害
虫
駆
除
（
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ

な
ど
）
が
多
い
の
で
、
ト
ア
ロ
ー
水
和
剤

Ｃ
Ｔ
な
ど
で
駆
除
し
ま
す
。

［
収
穫
］
花
蕾
が
大
き
く
な
り
、
小
さ
い

つ
ぼ
み
が
は
っ
き
り
と
見
え
、
固
く
締

ま
っ
た
状
態
が
収
穫
適
期
。
長
さ
15
～
20

㎝
に
切
り
取
り
ま
す
（
図
４
）。
頂
花
蕾

の
収
穫
後
、
側
枝
か
ら
発
生
す
る
小
さ
い

花
蕾
を
春
ま
で
取
り
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴
（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

永
井
智
一
（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

冷やし納豆梅茶漬け

アジのたたき
梅肉あえ

材料（1人分）

材料（2人分）

作り方

作り方

（１）�冷や飯と納豆をそれぞれ別のボウルに入れて水洗いし、ざるに
あげ水気を切っておく。

（２）�おわんに（１）の冷や飯、納豆を入れ、上に梅肉、大葉、ミョウガ、
いりごま、ワサビ（チューブ入りでもよい）を盛り付け、周り
から冷たいお茶を注ぎ出来上がり。

（１）�アジの刺し身を細切りにしボウルに入れる。

（２）�（１）のボウルに薬味類の材料を入れ、さっくりと混ぜ合わせる。

（３）�皿にダイコンのつまと（２）を盛り付け、ワサビナを添えて出
来上がり。

冷や飯� 1／２膳分
納豆� １パック
大葉� ５枚（千切り）
ミョウガ� ２個（小口切り）
梅干し� ２個（種を取りたたく）
いりごま� 適宜
おろしワサビ� 適宜
冷たいお茶� 約200ml

アジの刺身� 市販品１パック分

◇薬味類
大葉� ５枚（千切り）
ミョウガ� ２個（小口切り）
梅干し� ３個（種を取りたたく）
おろしショウガ� 小さじ１
いりごま� 小さじ１
ダイコンのつま、ワサビナ�適宜
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〜JAからのお知らせ〜
　　　

　令和４年度職員採用につきまして、下記の要項で募集を致します。詳細や申し込みにつきまし
てはお問合せ先までご連絡ください。

� 【お問合せ先】　総務課　0476（２２）6711　担当：石井啓
ひろ

美
み

、宇井澄江

令和４年度の職員採用募集要項について

１ 応募資格 大学、短大、専門学校の令和４年３月卒業見込み者及び過去２年以内の卒業者

２ 採用人数 若干名

３ 提出書類 履歴書、卒業見込証明書または卒業証書、成績証明書、
健康診断書（３ヶ月以内）、運転免許証の写し、各種資格証の写し

４ 試験内容 一次試験：�総合適性検査（基礎能力／パーソナリティ／事務能力）、作文
二次試験：面接

５ 募集期間
及び試験日

資　格 募集期間 一次試験日 二次試験日
大学、短大、専門学校の令和４年
３月卒業見込み者及び過去２年以
内の卒業者

４月１日～
７月３日

７月16日㈮
午前９時

７月２1日㈬
午前９時

６ 採用試験の
結果通知 試験終了後１週間以内に合否の通知を郵送

　

　

産直イベントのお知らせ

不要な水稲育苗箱の回収のお知らせ

宝田農産物直売所創業祭
【開催日時】６月24日㈭、25日㈮
1,000円以上お買い上げのお客様

両日先着50名様に
BOXティッシュ150W×５Pプレゼント

宝田農産物直売所　TEL.0476（２4）８611

酒々井農産物等直売所
【開催日時】6月22日㈫、23日㈬

お楽しみ抽選会
8：30～14：00

お買い上げ1,000円毎に１回の抽選

酒々井農産物等直売所　TEL.043（469）1000

　

新盆展示会を開催いたします

【日　　時】　６月25日㈮～６月27日㈰
　　　　　　午前９時30分～午後４時まで

【場　　所】　本所３階　会議室特別会場

【展示品目】　新盆棚・新盆提灯各種・新盆引出物各種

【お問合せ】　生活課　ＴEL.0476（２２）0091

不要な水稲育苗箱の回収を行います。
お申し込みは経済センターの購買課までお願い致します。　【購買課】TEL.0476（２0）1971
（希望者には申し込みの後日、文書にて詳細を通知いたします）
【締切日】令和３年６月11日㈮必着　【回収予定日】令和３年７月上旬頃

※コロナウイルス感染症拡大防止の為、例年通りのイベントは開催できないことをご容赦ください。
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【日程・場所】　令和３年６月21日㈪　本所１階生活課（JAくらしの相談センター）
【税�務�相�談】・【法律相談】　午前10時~12時まで（30分毎）
【費　　　用】　無　料　※各種相談は必ず事前予約をお願いします。
【お�申�込�み】　生活課　TEL.0476（22）6716

今月の無料『税務・法律』相談

①新しい――が衆議員を通
過した

④南の島に生えていそうな
木

⑥水を引き入れ、稲を植え
ます

⑦傘や長靴、レインコート
などのこと

⑧船が進む方向を定める装
置

⑩火を通していません
⑪酔った人がフラフラと歩

く様子
⑬奈良公園にたくさんいま

す
⑭アサガオが伸ばして巻き

付ける物
⑯月がなくて真っ暗。――

にカラス、――のちょう
ちん

⑰古池や――飛び込む水の
音（芭蕉）

⑲６月の第３日曜日は――
の日です

⑳ささみや手羽、砂肝など
の部位があります

①お尻が光る水辺の虫
②手相占いで恋愛――を見

てもらった
③「森のバター」の異名が

ある果実
④桃やブドウの収穫量が日

本一である県
⑤ギリシャ文字の第18番

目の文字。Σ、σと書き
ます

⑨独り立ちしています
⑪こっちを通ると早く着く

よ！
⑫石灰は土壌を――性に傾

けます
⑬オルカと呼ばれる生き物
⑮傘の先からポタポタ落ち

ます
⑱口の大きな爬虫（はちゅ

う）類

➡タテのカギ ➡ヨコのカギ
CROSSWORD-PUZZLE

〜クロスワードパズル〜
二重マスの文字をならべるとある言葉になります。

各コーナーのご応募の宛
先・宛名は…
〒２８６－００１３ 成田市美郷台三
丁目16番地6、成田市農業
協同組合広報みのり係まで
官製はがきにてご応募くだ
さい。
6月15日消印有効。

クロスワードの応募の方は…
①郵便番号、住所　②電話
番号　③氏名　④答え
　抽選で１０名の方に「クオ
カード（１，０００円分）」をプレ
ゼント。

【今月のヒント】
よくアメンボがいます

【先月号の答え】
コドモノヒ（こどもの日） 〔

先
月
の
当
選
者
〕（
敬
称
略
）

成田市台方	 堀　　　ひめか
成田市並木町	 土　屋　梅　子
成田市宝田	 飯　田　　　勲
成田市南羽鳥	 根　本　規　子
成田市水掛	 塚　本　　　清
成田市川栗	 神　﨑　八重子
成田市下金山	 小　川　茂　子
成田市和田	 三　橋　照　子
酒々井町柏木	 相　京　昭　夫
酒々井町飯積	 梅　澤　波　葉

成田市安西　久米
　

〜今月の表紙〜 スマイルキッズ

　今月の表紙は豊住地区の久米和くんになります。
　和くんはラクビーの成田市のクラブチームに所属しているほ
か、サッカーや水泳教室に通っているスポーツマンです。また、
インターナショナルスクールの保育園に通っておりジェームス
君として英語を勉強しています。
　食べ物はお肉の他、ホタテやイクラ、ツナ巻きなどのお寿司
が好物です。好きな物はドラクエ「ダイの大冒険」や仮面ライ
ダー「セイバー」のほか、ゴジラのフィギュアも集めています。
そんな和くんですが、慎重で几帳面な一面もあるそうです。
　お父さんは「素直に元気でたくましく育って欲しい」と語っ
てくれました。

【 父 】　昇さん　【 母 】　以
い
央
お
子
こ
さん

【祖父】　巖さん　【祖母】　静江さん
（奥　左）久米昇さん　　（奥　右）久米巖さん
（手前左）久米静江さん　（手前右）久米和くん

和
わたる
くん（5歳）
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※読者の皆様からいただいた内容は原稿をそのまま使用しております。

の
う
き
ょ
う
柳
壇
令
和
３
年
５
月
15
日
現
在
の
作
品
（
敬
称
略
）

読
者
の
お
た
よ
り

　
毎
年
、
夏
野
菜
の
苗
は
購
入
し
て
い
た
が
、
今
年
は
種

を
蒔
い
て
自
分
で
育
て
た
苗
を
植
え
て
み
よ
う
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
３
／
４
に
ポ
ッ
ト
に
夏
野
菜
の
種
を
蒔
い
た
。
カ

ボ
チ
ャ
、
キ
ュ
ー
リ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
青

ウ
リ
、
オ
ク
ラ
、
シ
シ
ト
ウ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
。
毎
日
水
を

か
け
に
行
き
成
長
を
見
守
っ
て
き
た
。
成
長
が
早
か
っ
た

カ
ボ
チ
ャ
、
キ
ュ
ー
リ
、
ト
マ
ト
は
４
／
20
に
畑
に
植
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
残
り
の
苗
も
順
調
に
育
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
。

�

成
田
市
関
戸　
　
　

澤
田　

照
子

　
今
年
は
２
人
目
の
孫
“
圭
ち
ゃ
ん
”
の
初
節
句
で
す
。

間
も
な
く
歩
く
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
元
気
に

育
っ
て
い
ま
す
。
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

�
成
田
市
南
羽
鳥　
　

伊
藤　

利
男

　
私
は
度
々
農
協
み
の
り
の
読
者
の
お
た
よ
り
に
掲
載
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
一
番
楽
し
み
に
し
て

い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
み
の
り
が
郵
送
さ
れ
て
来
る
事
で

す
が
、
も
う
一
つ
知
人
・
同
級
生
か
ら
農
協
み
の
り
見
た

よ
。
と
云
っ
て
喜
ん
で
く
れ
る
事
で
す
！
そ
ん
な
に
知
り

合
い
が
み
の
り
を
見
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
嬉
し
い

気
持
ち
に
な
っ
て
来
ま
す
^o　̂
ま
だ
コ
ロ
ナ
感
染
が
先
行

き
不
透
明
の
中
大
変
だ
け
ど
、
私
の
大
事
な
友
人
、
知
人

の
方
…
農
協
の
職
員
の
皆
様
、
こ
の
み
の
り
の
読
者
の
皆

様
、
く
れ
ぐ
れ
も
１
０
０
年
に
一
度
と
云
わ
れ
て
い
る
感

染
病
に
感
染
し
な
い
様
、
最
善
の
対
策
し
て
乗
り
越
え
ま

し
ょ
う
!!
私
も
頑
張
り
ま
す
～
、
一
日
も
早
く
普
段
通
り

の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
。
負
け
る
な
コ
ロ
ナ
に
!!

�

成
田
市
三
里
塚
御
料　

鈴
木　

明

　
鯉
の
ぼ
り
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。『
コ
ロ
ナ
を
飲

み
こ
ん
じ
ゃ
え
～
！
』
っ
て
ね
。

　
玉
ネ
ギ
を
翌
春
ま
で
保
存
す
る
為
の
「
芽
止
め
」
の
方

法
な
ど
あ
り
ま
す
か
？
市
販
の
玉
ネ
ギ
は
芽
が
出
て
い
ま

せ
ん
？

�

成
田
市
郷
部　
　

片
山　

利
子

　
◎
業
務
用
で
は
氷
点
下
２
度
の
低
温
貯
蔵
や
50
℃
で
乾

燥
さ
せ
る
乾
熱
処
理
等
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
家
庭
用
で

は
、
収
穫
後
に
数
日
乾
燥
さ
せ
て
軸
を
10
～
15
㎝
残
し
て

切
っ
て
風
通
し
の
良
い
冷
暗
所
で
の
保
管
や
、
収
穫
し
た

玉
ネ
ギ
の
根
を
酢
酸
等
の
お
酢
に
数
秒
漬
け
て
冷
暗
所
で

保
管
す
る
方
法
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
今
月
の
鈴
木

春
江
様
の
お
た
よ
り
も
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�

（
編
集
部
よ
り
）

　
「
枯
ら
し
屋
」
の
異
名
を
持
つ
私
が
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
ス
プ

ラ
ウ
ト
の
育
成
キ
ッ
ト
を
頂
き
、
水
耕
栽
培
を
始
め
る
と
、

ナ
ン
ト
!!
育
っ
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
!!
嬉
し
く
て
次
は

何
を
育
て
よ
う
か
悩
み
中
。

�

旭
市
ハ　
　
　
　

佐
藤　

京
子

　
竹
の
子
が
五
月
の
空
に
向
か
っ
て
も
う
見
上
げ
る
程
成

長
し
て
い
る
。
野
菜
や
花
々
も
新
芽
を
出
し
、
太
陽
の
光

が
欲
し
く
な
っ
て
背
の
び
し
て
る
み
た
い
。
少
し
ず
つ
季

節
は
夏
に
向
か
っ
て
い
る
が
、
私
も
初
夏
の
光
を
楽
し
み

な
が
ら
重
た
い
体
を
動
か
し
夏
の
暑
さ
の
為
に
備
え
る
。

大
切
な
光
だ
か
ら
・
・
。

�

成
田
市
久
米　

佐
々
木　

和
子

　
五
月
も
中
ば
に
な
る
と
ほ
ぼ
田
植
え
も
終
り
、
用
水
を

い
っ
ぱ
い
に
張
っ
て
水
面
す
れ
す
れ
に
緑
の
苗
先
が
整
列

し
顔
を
だ
し
て
い
る
。
川
面
で
は
数
匹
の
亀
さ
ん
が
コ
ウ

ラ
ぼ
し
を
・
・
。
山
々
は
若
葉
で
や
さ
し
く
つ
つ
ま
れ
て

お
り
、
上
を
見
あ
げ
る
と
大
空
の
も
と
飛
行
機
が
と
び
か
っ

て
い
る
。
ま
る
で
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
に
で
て
く
る
よ
う

な
環
境
の
中
で
、
今
季
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
。
先
が
見
え
な
い
現
状
の
コ
ロ
ナ
禍
を
考
え
る
と
感

謝
の
日
々
で
す
ご
し
て
お
り
ま
す
。

�

成
田
市
新
妻　
　

石
橋　

直
子

　
花
壇
は
『
夏
も
よ
う
』
に
、
そ
し
て
種
も
い
っ
ぱ
い
蒔

い
た
。
夫
が
「
ひ
ま
わ
り
畑
だ
っ
た
端
の
方
に
ナ
ス
の
苗

を
５
本
植
え
さ
せ
て
く
れ
」
と
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
入
り
、
二
人
で
Ｄ
２
店
で
「
花
の
苗
」「
ナ
ス
苗
」「
花

と
野
菜
の
土
６
袋
」
を
購
入
し
た
。
夫
は
そ
の
日
の
内
に

ナ
ス
苗
を
植
え
た
。
次
の
日
強
力
な
助
っ
人
３
人
。
娘
と

孫
娘
さ
く
ら
と
み
ら
い
が
現
れ
た
。
長
ぐ
つ
に
軍
手
、
マ

ス
ク
姿
の
い
で
た
ち
で
。
娘
か
ら
は
一
足
早
い
母
の
日
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
き
れ
い
な
赤
い
花
が
11
輪
も
咲
い
て
い
る

カ
ラ
ー
の
鉢
植
を
。
22
年
前
、
さ
く
ら
の
誕
生
記
念
に
私

が
植
え
た
『
さ
く
ら
の
さ
く
ら
ん
ぼ
』
を
二
人
は
見
つ
け
、

ひ
よ
ど
り
よ
け
の
ビ
ニ
ー
ル
を
は
ず
し
、
赤
い
宝
石
の
よ

う
な
実
を
味
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
あ
と
み
ら
い
は
「
私
の

植
え
た
ハ
ボ
タ
ン
が
こ
ん
な
に
な
っ
た
の
！
」
と
自
分
の

背
丈
ほ
ど
に
な
っ
た
の
に
驚
き
な
が
ら
、
二
人
で
全
部
引

き
ぬ
き
ま
わ
り
の
草
も
取
っ
て
く
れ
た
。
娘
は
と
い
う
と

人
力
耕
運
機
の
よ
う
な
馬
力
で
二
つ
の
花
壇
を
く
わ
で
耕

し
、
花
の
土
を
入
れ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
４
人
で
サ
ル
ビ

ア
、
大
輪
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
色
と
り
ど
り
の
ペ
チ
ュ

ニ
ア
を
植
え
た
。
レ
ン
ガ
花
壇
は
一
気
に
『
初
夏
も
よ
う
』

に
変
身
！
こ
こ
で
一
服
、
私
の
結
婚
記
念
に
植
え
た
《
ク

ル
ミ
の
丸
太
ガ
ー
デ
ン
セ
ッ
ト
》
で
お
茶
を
し
た
。
今
回

は
３
人
共
家
の
中
に
は
入
ら
ず
で
密
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

私
は
日
本
間
花
壇
に
ひ
ま
わ
り
、
百
日
草
、
千
日
草
、
朝

顔
の
種
を
蒔
い
た
。
長
い
ホ
ー
ス
で
「
早
く
芽
を
出
し
て
」

と
シ
ャ
ワ
ー
水
を
か
け
た
。
さ
あ
だ
れ
（
？
）
が
一
番
に

芽
を
だ
す
で
し
ょ
う
か
？
「
よ
～
い
ド
ン
！
」

�

成
田
市
南
羽
鳥　

大
貫　

芙
久
美

　
毎
年
、
玉
ネ
ギ
で
有
名
な
白
子
町
に
行
き
ま
す
が
、
今

年
も
コ
ロ
ナ
終
息
せ
ず
心
配
で
し
た
が
早
朝
出
発
。
早
速

帰
宅
し
よ
う
と
出
か
け
ま
し
た
。
で
も
で
も
天
気
が
悪

か
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
人
と
い
う
人
は
居
な
く

て
、
海
を
見
に
来
る
家
族
が
何
人
か
居
た
だ
け
、
道
端
で

玉
ネ
ギ
売
る
農
家
の
方
も
ヒ
マ
そ
う
で
し
た
。
私
は
毎
年

増
田
さ
ん
ち
の
畑
で
収
穫
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
軍
手
と

長
ぐ
つ
持
参
で
汗
を
か
き
な
が
ら
孫
と
引
っ
こ
抜
き
。
引
っ

こ
抜
く
の
が
楽
し
い
ら
し
く
「
も
う
い
ら
な
い
よ
」
と
言
っ

て
い
る
の
に
、
孫
は
抜
く
わ
!!
抜
く
わ
!!
ボ
ク
シ
ー
の
ト

ラ
ン
ク
が
パ
ン
パ
ン
に
な
る
ほ
ど
。
玉
ネ
ギ
収
穫
後
、
す

ぐ
近
所
の
魚
店
で
地
魚
と
カ
キ
な
ど
買
い
こ
ん
で
地
魚
料

理
を
チ
ャ
ッ
チ
ャ
と
食
べ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
帰
宅
後

は
用
意
し
て
あ
っ
た
竹
竿
に
２
ヶ
１
束
に
茎
の
上
を
し
ば

り
つ
る
し
て
お
き
、
長
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
す
。
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
玉
ネ
ギ
と
は
ち
が
っ
て
、
何

倍
も
美
味
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
大
事
に
食
べ
て
い
ま
す
。

�

成
田
市
南
羽
鳥　
　

鈴
木　

春
江

川
柳
・
俳
句
・
短
歌

妣
偲
ぶ
農
の
生
涯
青
田
原

�

酒
々
井
町
上
本
佐
倉　

榎　

利
美

公
津
池
青
空
見
上
げ
鯉
泳
ぐ

�

成
田
市
並
木
町　
　

山
﨑　

敏
雄

聞
く
と
な
く
蜂
の
羽
音
や
風
の
中

�

成
田
市
長
田　
　

平
岡　

美
智
子

五
月
晴
の
ど
か
な
空
の
陽
を
う
け
て

　

ま
ぶ
し
く
光
る
若
葉
の
力

�

成
田
市
飯
田
町　
　

伊
能　

芳
雄

田
植
後
日
ご
と
に
伸
び
る
畑
に

　

え
さ
を
求
め
る
白
さ
ぎ
の
群
れ

�

成
田
市　
　

ペ
ン
ネ
ー
ム
竹
の
子

田
植
後
の
に
ご
り
が
と
れ
て
さ
し
苗
を

　

軽
ト
ラ
走
る
水
管
理
か
な

�

成
田
市
幡
谷　
　
　

檜
垣　

壽
夫

老
労
鴬
や
近
く
遠
く
と
鳴
き
競
い

�

酒
々
井
町
飯
積　
　

梅
澤　

波
葉

番
い
鴨
郷
を
忘
れ
る
仲
の
良
さ

�

成
田
市
飯
仲　
　
　

村
島　

庄
次

ギ
ブ
ス
と
れ
空
の
青
さ
よ
春
日
傘

�

成
田
市
宝
田　
　
　

山
田　

寿
恵
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孫
娘
さ
く
ら
と
み
ら
い
が
現
れ
た
。
長
ぐ
つ
に
軍
手
、
マ

ス
ク
姿
の
い
で
た
ち
で
。
娘
か
ら
は
一
足
早
い
母
の
日
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
き
れ
い
な
赤
い
花
が
11
輪
も
咲
い
て
い
る

カ
ラ
ー
の
鉢
植
を
。
22
年
前
、
さ
く
ら
の
誕
生
記
念
に
私

が
植
え
た
『
さ
く
ら
の
さ
く
ら
ん
ぼ
』
を
二
人
は
見
つ
け
、

ひ
よ
ど
り
よ
け
の
ビ
ニ
ー
ル
を
は
ず
し
、
赤
い
宝
石
の
よ

う
な
実
を
味
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
あ
と
み
ら
い
は
「
私
の

植
え
た
ハ
ボ
タ
ン
が
こ
ん
な
に
な
っ
た
の
！
」
と
自
分
の

背
丈
ほ
ど
に
な
っ
た
の
に
驚
き
な
が
ら
、
二
人
で
全
部
引

き
ぬ
き
ま
わ
り
の
草
も
取
っ
て
く
れ
た
。
娘
は
と
い
う
と

人
力
耕
運
機
の
よ
う
な
馬
力
で
二
つ
の
花
壇
を
く
わ
で
耕

し
、
花
の
土
を
入
れ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
４
人
で
サ
ル
ビ

ア
、
大
輪
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
色
と
り
ど
り
の
ペ
チ
ュ

ニ
ア
を
植
え
た
。
レ
ン
ガ
花
壇
は
一
気
に
『
初
夏
も
よ
う
』

に
変
身
！
こ
こ
で
一
服
、
私
の
結
婚
記
念
に
植
え
た
《
ク

ル
ミ
の
丸
太
ガ
ー
デ
ン
セ
ッ
ト
》
で
お
茶
を
し
た
。
今
回

は
３
人
共
家
の
中
に
は
入
ら
ず
で
密
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

私
は
日
本
間
花
壇
に
ひ
ま
わ
り
、
百
日
草
、
千
日
草
、
朝

顔
の
種
を
蒔
い
た
。
長
い
ホ
ー
ス
で
「
早
く
芽
を
出
し
て
」

と
シ
ャ
ワ
ー
水
を
か
け
た
。
さ
あ
だ
れ
（
？
）
が
一
番
に

芽
を
だ
す
で
し
ょ
う
か
？
「
よ
～
い
ド
ン
！
」

�

成
田
市
南
羽
鳥　

大
貫　

芙
久
美

　
毎
年
、
玉
ネ
ギ
で
有
名
な
白
子
町
に
行
き
ま
す
が
、
今

年
も
コ
ロ
ナ
終
息
せ
ず
心
配
で
し
た
が
早
朝
出
発
。
早
速

帰
宅
し
よ
う
と
出
か
け
ま
し
た
。
で
も
で
も
天
気
が
悪

か
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
人
と
い
う
人
は
居
な
く

て
、
海
を
見
に
来
る
家
族
が
何
人
か
居
た
だ
け
、
道
端
で

玉
ネ
ギ
売
る
農
家
の
方
も
ヒ
マ
そ
う
で
し
た
。
私
は
毎
年

増
田
さ
ん
ち
の
畑
で
収
穫
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
軍
手
と

長
ぐ
つ
持
参
で
汗
を
か
き
な
が
ら
孫
と
引
っ
こ
抜
き
。
引
っ

こ
抜
く
の
が
楽
し
い
ら
し
く
「
も
う
い
ら
な
い
よ
」
と
言
っ

て
い
る
の
に
、
孫
は
抜
く
わ
!!
抜
く
わ
!!
ボ
ク
シ
ー
の
ト

ラ
ン
ク
が
パ
ン
パ
ン
に
な
る
ほ
ど
。
玉
ネ
ギ
収
穫
後
、
す

ぐ
近
所
の
魚
店
で
地
魚
と
カ
キ
な
ど
買
い
こ
ん
で
地
魚
料

理
を
チ
ャ
ッ
チ
ャ
と
食
べ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
帰
宅
後

は
用
意
し
て
あ
っ
た
竹
竿
に
２
ヶ
１
束
に
茎
の
上
を
し
ば

り
つ
る
し
て
お
き
、
長
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
す
。
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
玉
ネ
ギ
と
は
ち
が
っ
て
、
何

倍
も
美
味
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
大
事
に
食
べ
て
い
ま
す
。

�

成
田
市
南
羽
鳥　
　

鈴
木　

春
江

【議決事項】
①�　令和３年産米集荷推進運動要領の追記について
②　旧本所解体工事の追加工事について
③　旧本所土地処分の進め方について
④　役員賠償責任保険の役員負担額について
⑤�　業務報告書・2021年ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ誌の取扱いに
ついて
⑥�　県常例検査指摘事項に対する改善状況等の報告
について
⑦�　第56回通常総代会　第１号議案の字句の修正に
ついて

他　報告事項10点
※�出資金名義、組合員資格等の変更がある場合は、
　各支所へご連絡ください。

理事会だより　～ 4月定例理事会～
３，２３０人
４，１９８人

１０億７１０７万円
８９６億８８５９�万円
２５２億１１１１万円
２８７３億９５６１万円

５億４５７９万円
３億８８０６万円

■正組合員数
■准組合員数
■出資金
■貯金残高
■貸出金残高
■長期共済保有高
■購買品供給高
■販売品取扱高

（３月末現在）

JA葬祭より

JA虹の友
会 員 募 集 中

入会金
3,000円のみ
入会金以外の費用は
一切かかりません。

もしもの時…
まずはお電話下さい

JA成田市 生活課
☎0476-23-0091
任せて安心 JA葬祭

《年中無休 24時間受付》
A0120-58-0983

◆病院から御安置先へのご遺体搬送
◆虹のホール、八富成田斎場、
　さくら斎場、ご自宅、寺院、
　での葬儀のお手伝い
◆生花、盛籠、ギフト等のご注文
◆事前相談・無料お見積り

～真心こめてお手伝い致します～

会員特典のご案内
　◦設営費３万円割引
　◦供物の割引
　◦新盆棚の割引
その他特典ございます

農地の貸し借りに関するご相談・お問い合わせは、お気軽に農業センターまでお寄せ下さい。

（公財）成田市農業センター
〒286-0844　成田市宝田912番地1

ＪＡ成田市経済センター2階
  TEL 22-6581　FAX 22-6580

      Eメール　  nougyoucenter@ar.wakwak.com
      URL   http://www.narita-nougyoucenter.jp/

　　※対象は合併前の成田市内になります。

公益財団法人成田市農業センター公益財団法人成田市農業センター

　当センターでは、担い手への農地集積・集約化や耕作放棄地の解消
を図るため、農地所有者と農業経営者の意向を確認し、利用権設定事
業を活用した農地の集約化、経営規模の拡大、新規参入の促進に取組
んでいます。また、新規の申し込み時や農地利用集積円滑化事業の更
新時に、農地中間管理事業のメリット等を説明し、農地中間管理事業
を推進しています。

　国では、農業従事者の高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加など、
人と農地の問題を解決するために「人・農地プラン」の作成を推進し
ています。 
　プランは、今後の地域農業の在り方などを地域の人たちで話し合い、
市が取りまとめて作成するものです。 
　「農地中間管理事業」や「人・農地プラン」の説明を希望する地区は、
農業センター又は成田市農政課までご連絡ください。

農地中間管理事業を活用して、農地を活かしましょう！

「人・農地プラン」を作成してみませんか

農地中間管理事業
（千葉県園芸協会と市町村等が連携して行います）

農地中間管理機構（千葉県園芸協会）
①農地を借り受けます（農地中間管理権）
②必要な場合は、基盤整備等の条件整備を実施します
③�担い手がまとまりのある形で農地を利用できるよう
に配慮して貸し付けます

④�機構が農地を借り受けてから、貸し付けるまでの間、
農地として管理します

農
地
の
出
し
手

農
地
の
受
け
手（
担
い
手
）
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6

ホ
オ
ノ
キ

　
　
（
モ
ク
レ
ン
科
）

〜
第
二
五
二
章
〜

※遠山野草園は個人宅ですので見学希望者は事前にご連絡下さい。

●
発　
行
／
成
田
市
農
業
協
同
組
合

　
〒
２
８
６
︱
０
０
１
３ 

千
葉
県
成
田
市
美
郷
台
三
︱一
六
︱
六

●
発
行
日
／
令
和
３
年
6
月
１
日

●
編　
集
／
広
報
み
の
り
編
集
委
員
会

●
印　
刷
／
株
式
会
社
ラ
イ
フ

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／http://w

w
w

.ja-narita.or.jp

●E-m
ail

／soum
u01@

ja-narita.or.jp

●
事
務
局
／
企
画
管
理
部　
総
務
課

●
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
０
４
７
６
（
２
２
）
６
７
１
１

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
４
７
６
（
２
２
）
６
７
１
８

　

玄
関
前
の
塚
の
端
に
、
我
が
家
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ

ー
の
大
き
な
ホ
オ
ノ
キ
が
立
っ
て
い
ま
す
。
門
道
を

入
る
と
、
正
面
に
20
㍍
も
あ
る
そ
の
木
は
、「
よ
う

こ
そ
遠
山
野
草
園
へ
！
」
と
招
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

和
名
朴
の
木
は
、
若
葉
が
カ
シ
ワ
の
よ
う
に
、
大

き
な
葉
に
食
べ
物
を
盛
り
付
け
た
り
、
包
ん
だ
り
し

た
こ
と
が
命
名
の
由
来
で
す
。
別
名
オ
オ
ガ
シ
ワ
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
日
本
特
産
の
広
葉
樹
の
中
で

は
最
大
級
の
大
き
さ
で
、
高
さ
は
30
㍍
以
上
も
あ
り
、

幹
の
直
径
は
１
㍍
も
あ
り
ま
す
。
葉
は
互
生
し
枝
先

に
集
ま
り
30
㌢
以
上
に
な
り
、
花
も
大
き
く
特
徴
的

で
20
㌢
に
も
な
り
ま
す
。
花
は
広
い
葉
に
隠
さ
れ
て

し
ま
い
下
か
ら
見
上
げ
る
と
良
く
見
え
ま
せ
ん
。
遠

く
か
ら
眺
め
る
と
、
濃
い
緑
の
葉
と
、
ハ
ス
の
花
の

よ
う
な
大
き
な
白
い
花
は
、
中
心
部
の
し
べ
も
独
特

の
形
を
し
て
絶
妙
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
す
。
落
葉
高

木
の
為
、
秋
に
は
大
き
な
葉
が
た
く
さ
ん
落
ち
ま
す
。

　

母
屋
を
新
築
す
る
の
に
、
平
成
７
年
に
ホ
オ
ノ
キ

の
根
元
か
ら
30
㌢
程
上
を
切
り
ま
し
た
。
今
で
は
、

切
り
株
か
ら
15
本
も
の
木
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

蕾
が
開
花
す
る
と
、
甘
い
香
り
が
し
ま
す
が
、
間
も

な
く
落
ち
て
し
ま
う
の
で
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス

は
難
し
い
で
す
。
数
年
前
、
朴
の
葉
を
か
た
ど
っ
た

大
皿
の
焼
き
物
を
作
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
　

朴
の
木
や
葉
を
広
げ
て
る
隠
れ
花

�

写
真
・
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
菅
）

総務課 ０47６（２２)６7１１ JAくらしの相談センター 購買課 ０47６（２０)１97１ JA共済事故受付センター A０１２０（２5８)9３１
経理課 ０47６（２２)６7３9 生活課 ０47６（２２)６7１６ 営農指導課 ０47６（２２)６7１7 （自動車事故等の場合　年中無休２4時間対応)
監査課 ０47６（２２)６８０7 ローンセンター ０47６（２4)２9２６ 農業機械事業所（宝田) ０47６（２２)３８１5 JA共済サポートセンター A０１２０（０６３)9３１
共済課 ０47６（２２)６7１３ (毎週土曜日１０:００〜１5：００まで) 農業機械事業所（十余三) ０47６（３６)１54６ （レッカー移動や故障時の応急対応が必要な場合)

共済普及課 ０47６（２２)６7１4 生活課（葬儀受付) ０47６（２３)００9１ 農業機械事業所（酒々井) ０4３（49６)9６８7 JA共済日常生活事故対応センター（２4時間３６5日)

金融渉外課 ０47６（２２)６79６ （日常生活賠償責任特約加入の方) A０１２０（６２８)9３１
金融課 ０47６（２２)６7１5 公津支所 ０47６（２６)9１２１ 加工販売課 ０47６（３６)１３4１

久住支所 ０47６（３６)１１０１ 園芸課 ０47６（３６)１54１ JA葬祭 A０１２０（5８)０9８３
宝田農産物直売所 ０47６（２4)８６１１ 遠山支所 ０47６（３5)０5１１ 燃料事業所 ０4３（49６)２０３６ （年中無休の２4時間対応)

酒々井農産物等直売所 ０4３（49６)１０００ 中央支所 ０47６（２２)６7１２ NACS酒々井 ０4３（49６)２０３６
ケアセンター美郷 ０47６（２３)77１１ 酒々井支所 ０4３（49６)０２9１


